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2008 年 8 月 20 日に JIS K7391:2008 が制定されたが，この規格では，はり法による試験

結果を用いて，粘弾性特性を表示することが規定されている｡一方，従来から，粘弾性測

定装置を使用して，粘弾性特性を計測する方法が幅広く用いられている。粘弾性特性比

較検討 WG では，これら二種類の試験方法により求めた粘弾性特性の比較・検討を行い，

両者の差の有無や差異の原因を明らかにすることを目的に，活動をしている。本報告で

は，活動の中間報告として，特性の異なる二種類の制振材料について，それぞれの試験

方法で測定した粘弾性特性についての報告を行う。 
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１．まえがき 

わが国において，鋼板等の金属に接着，あるいは熱

融着して用いる制振材料が自動車，家電，建築等の幅

広い分野において多く使用されており，1985 年頃から

本格的な試験・研究が行われるようになった。また，近

年では，解析ソフトによって制振性能を考慮した振動・

音響シミュレーションが可能となり，設計段階の基礎デ

ータとしての制振性能の重要性が高まっている。 

制振性能評価のための試験法として代表的なものと

して，短冊形の試験片を用いた振動減衰特性試験(は

り法試験)と粘弾性測定装置を用いる方法がある。 

はり法試験に関しては，粘弾性特性の評価方法に

関する規格がなかったため，試験片の損失係数測定

結果から温度周波数換算則を用いて制振材料の粘弾

性特性を求めてきた。 

一方，粘弾性測定装置については，測定対象物お

よび試験方法(引張，曲げ，圧縮，固体せん断，スリット

せん断等)で JIS 規格が制定されているため，厳密に

JIS 規格に沿った測定が必要な場合は粘弾性測定装

置が用いられてきた。 

しかしながら，2008 年 8 月 20 日に非拘束形制振複

合はりの振動減衰特性試験方法である JIS 

K7391:2008[1]が制定されたことにより，規格に沿った粘

弾性特性評価がはり法試験においても可能となった。 

そこで，現在利用できる JIS K7391 に規定された振

動減衰特性試験方法と粘弾性測定装置の二つの制振

性能測定方法に従って得られた粘弾性特性の比較・

検討をすることを目的に，粘弾性特性比較検討 WG を
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